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PRISM研究開発型の概要

PRISM審査会とは

SIP型マネジメントとは

「官民研究開発投資拡大プログラム運用指針」（平成29年5月25日ガバニングボード決定）において、ガバニングボードによる評

価、管理プロセスを強化するため、ガバニングボードの下に、3名以上のガバニングボード委員、プログラム統括、有識者からなる

PRISM審査会の設置を規定。

ガバニングボード委員を座長とし、現在、5名で運営。

「官民研究開発投資拡大プログラム運用指針」において、対象施策ごとに各府省庁が任命するプログラムディレクター（各省

PD）を置くことを定め、SIP型マネジメントを実施。
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施策ごとに各省庁がプログラムディレクター（PD）を任命し、PDに全体の研究計画の策定・変更、予算配分等の権限を集中
明確な研究開発目標、マイルストーンの設定ときめ細かな進捗管理、機動的な計画変更
毎年度の評価の実施とそれを反映させた予算配分
産業界と大学等が一体的に推進する産学官連携体制を構築

実用化・事業化、市場の創出や獲得に向けた出口戦略を重視
基礎研究から実用化・事業化までを見据えて一気通貫で研究開発を推進
官民連携、企業間連携が必要な「協調領域」の研究開発を推進し、個々の企業が研究開発を行う「競争領域」と峻別
省庁連携や共同実施等が効果的な施策については、関係省庁で総合的・一体的に推進する体制を構築し、内閣府に提案。その際、
PD については、当該連携施策全体を統括する者を１名置く（当該連携施策に関し連携する各省庁が同一のPD を任命）。
民間研究資金の導入（マッチングファンド方式、終了後の民間主導の事業化の仕組みの構築等）

＜「SIP型マネジメント」の必須要件＞

＜推奨要件＞

委員名 所属等 備考

橋 本 和 仁  CSTI有識者議員（国立研究開発法人物質・材料研究機構理事長） 座長 

上 山 隆 大 CSTI有識者議員（常勤） 座長代理 

久 間 和 生 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構理事長 外部有識者 

篠 原 弘 道 CSTI有識者議員（日本電信電話株式会社取締役会長） 

須 藤  亮 内閣府政策参与・プログラム統括 

（令和3年4月現在）
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